
 

日時：令和 8年 7月 8日（水）14:00～16:00 

場所：名古屋市公館 レセプションホール  

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

 ３ 議事 

  (1) 植栽管理計画の実施について ＜資料 1＞ 

  (2) 天守台及び周辺石垣の保存対策について＜資料 2＞ 

  (3) 名勝名古屋城二之丸庭園余芳移築再建事業について（余芳における防鳥対策）

＜資料 3＞ 

 

 ４ 報告 

(1) 水堀の活用（舟運）について ＜資料 4＞ 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

 特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 72 回） 



特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 72回） 出席者名簿 

 

 

■構成員                             （敬称略） 

氏 名 所 属 備考 

瀬口 哲夫 名古屋市立大学名誉教授 座長 

丸山 宏 名城大学名誉教授 副座長 

小濵 芳朗 名古屋市立大学名誉教授  

三浦 正幸 広島大学名誉教授  

藤井 譲治 京都大学名誉教授  

 

■オブザーバー                          （敬称略） 

氏 名 所 属 

渋谷 啓一 文化庁文化資源政策・記念物課 主任文化財調査官 

平澤  毅 文化庁文化資源政策・記念物課 主任文化財調査官 

北野 孝拓 愛知県県民文化局文化部文化芸術課文化財室 主査 
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令和 8年度（2026年度）事業予定について（イメージ）                                                                  R8.7.8時点 

事  項                    月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

【表二の門等の保存修理】（Ｒ元（2019）年度～）        
 

    

【東南隅櫓及び西北隅櫓の耐震対策】（Ｒ８（2026）年度～） 
 

      
 

    

【本丸搦手馬出周辺石垣の修復】（Ｈ14（2002）年度～）             

【特別史跡名古屋城跡の石垣保存方針策定】（Ｒ４（2022）年度～）      
 

  
 

   

【石垣の修復】（Ｒ８（2026）年度～）             

【二之丸庭園の保存整備】（Ｈ25（2013）年度～） 
 

      
 

    

【天守閣整備事業】（Ｈ29（2017）年度～） 

○天守台及び周辺石垣の保存対策 

 

○バリアフリー検討 

    

 

       

【水堀の活用（舟運）】（Ｒ４（2022）年度～）  
 

          

【植栽管理計画の推進】（Ｒ７（2025）年度～）    
 

    
 

   

【園路改修計画の策定】（Ｒ５（2023）年度～）          
 

  

【外堀排水路改修工事】（Ｒ７（2025）年度～）             

※ ◎：全体整備検討会議に付議する想定時期 

※ 令和 8 年 10 月 1 日から名古屋城観覧料の改定を実施 1 

修復整備工事 

積み直し工事 

◎ 
 

 

72全体 

シンポジウム開催 運行開始 

修理等設計 

石垣保存方針策定 ◎ 
 

 

石垣保存対策 

設置工事 

植栽管理の実施及び計画 ◎ 
 

 園路改修工事 

正門土橋東側排水路改修工事 

検討 

◎ 
 

 

検討 ◎ 
 

 

調査 
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報告 

正門 

御深井丸 

本丸 

二之丸 

東門 

西之丸 

第 72回全体整備検討会議 議題位置図 

西南隅櫓 

東南隅櫓 

表二之門 

旧二之丸 

東二之門 

二之丸 

大手二之門 

名古屋城のカヤ 

議事 

③ 名勝名古屋城二之丸庭園余芳移築再建事

業について（余芳における防鳥対策） 

④ 水堀の活用（舟運）について 

Ｎ 

④ 
③  

 
 

① 植栽管理計画の実施について 

① 

72全体 

西北隅櫓 

重要文化財 天然記念物 

乃木倉庫 

登録有形文化財 

② 天守台及び周辺石垣の保存対策について

（今後の進め方について） 

市指定有形文化

②  
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植栽管理計画の実施について 

 

１ はじめに 

  令和７年３月に策定した「名古屋城植栽管理計画」に基づき、第６７回特別史跡名古屋

城跡全体整備検討会議にて御深井丸西部地区の特別管理の実施計画案を承認いただいた。

今回の議題は、御深井丸茶席群地区の特別管理の実施計画案をお示しするものである。 

 

 

２ 計画の概要 

（１）計画の位置付け 

   「特別史跡名古屋城跡保存活用計画」（平成３０年５月策定）では、城内の植栽の将来

的かつ具体的な維持管理計画として「名古屋城植栽管理計画」の策定を行うと定めてお

り、令和７年３月に策定した。特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議の経緯を表１に示

す。 

 

表１ 特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 

開催日 会議回数 内 容 

令和４年 ３月 ４日 第４７回 名古屋城植栽管理計画の目的と調整対象案 

令和５年１０月２３日 第５７回 植栽現況調査結果の概要報告 

令和６年 ６月１０日 第６０回 植栽管理計画の説明 

令和６年１０月１１日 第６２回 計画（案）の修正 

令和７年 ８月 ６日 第６７回 御深井丸西部地区の特別管理の実施計画案 

 

 

（２）計画の目的 

本計画は、文化財である特別史跡名古屋城跡として価値を高めるために、計画的な植

栽管理を行い、魅力ある歴史的景観（造園空間）を造っていくことを目的とする。 

 

 

（３）植栽管理の主な課題 

   ・落枝や倒木などにより来場者の安全性が懸念される。 

   ・文化財に影響を及ぼす可能性の高い樹木がある。 

   ・天守への眺望の妨げになるなど城郭としての歴史的景観が阻害される。 

 

 

 

 

（４）計画範囲 

   計画の対象範囲を図１に示す。また、特別史跡指定地の管理区分を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 計画範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 特別史跡指定地の管理区分 
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（５）植栽管理の進め方 

植栽管理計画の進め方を図３に、日常管理と特別管理の内容を表２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 日常管理と特別管理の関係と進め方 

 

 

表２ 日常管理と特別管理 

管 理 
現状変更 

手続き 
植栽管理の内容 

日常管理 

不要 

・除草、清掃、低木刈込、剪定、中木刈込、剪定 

・高木の枝剪定（通常の維持管理の範疇に含まれるもの） 

・巡視 

要 
・来場者の安全性等の観点から、緊急性を要する樹木の伐採 

・枯死木の伐採 

特別管理 

不要 ・大型化した低木の刈込、剪定 

要 

・文化財へ影響を及ぼす可能性のある樹木（伐採、剪定） 

・安全性が懸念される樹木（伐採、剪定） 

・外来種（伐採） 

・実生で増加していると考えられる樹木（伐採、剪定） 

・市民に親しまれている樹木（伐採、剪定、補植） 

・歴史的建造物等への見通しを阻害する樹木等（伐採、剪定） 

（６）植栽管理の体制 

   植栽管理計画の実施体制を図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ 植栽管理計画の実施体制 

 

（７）特別管理の実施スケジュール 

   特別管理の実施スケジュールのイメージを図５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 特別管理の実施スケジュールイメージ 
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３ 植栽管理の実施検討 

（１）実施検討チーム 

実施検討チームの構成員を表３に示す。 

 

表３ 構成員 

氏 名 所 属 備 考 

丸山 宏 名城大学名誉教授 チーム長 

河内 文彦 一般社団法人日本樹木医会愛知県支部  

津坂 洋輔 一般社団法人日本樹木医会愛知県支部  

近藤 弘和 一般社団法人愛知県造園建設業協会  

稲垣 大 一般社団法人名古屋市造園建設業協会  

学芸員（考古学） 名古屋城調査研究センター  

職員 名古屋城総合事務所 事務局 

 

 

（２）実施検討チーム会議の開催状況等 

実施検討チーム会議の開催状況と内容を表４に示す。 

 

 表４ 開催状況と内容 

開催回数 年月日 内 容 

第１回 令和７年３月 ４日 
・実施検討チーム長の互選 

・現場視察「御深井丸西部地区」 

第２回 令和７年４月２５日 
・御深井丸西部地区の植栽管理計画の事務局案 

・御深井丸西部地区の現地調査 

第３回 令和７年６月１６日 
・御深井丸西部地区の植栽管理計画の実施案 

・現場視察「御深井丸茶席群地区」 

第４回 令和７年９月２６日 

・御深井丸茶席群地区の現地調査 

・御深井丸西部地区及び御深井丸茶席群地区以外の

実施範囲で緊急性のある箇所の現地調査 

第５回 令和８年２月 ５日 

・御深井丸西部地区のマツの剪定指導 

・御深井丸茶席群地区の植栽管理計画の実施案 

・御深井丸西部地区及び御深井丸茶席群地区以外の

実施範囲で緊急性のある箇所の現地調査 

・本丸地区の現地調査 

第６回 令和８年７月予定 ・本丸地区の現地調査 

 

 

（３）植栽管理計画（特別管理）の実施範囲 

植栽管理計画（特別管理）の実施範囲を図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施範囲Ａ：御深井丸西部地区 （第 67 回全体整備検討会議：承認済み） 

実施範囲Ｂ：御深井丸茶席群地区 

実施範囲Ｃ：本丸地区 

実施範囲Ｄ：西之丸地区 

実施範囲Ｅ：実施範囲Ａ～Ｄ以外の計画対象範囲 

図６ 実施範囲 

 

 

（４）御深井丸茶席群地区の特別管理の実施計画案 

   実施方法と施行数量を表５に、高木の伐採理由及び本数を表６に、実施方法の伐採・

剪定を行う樹木の位置を図７及び図８に示す。 

 

表５ 実施方法と施行数量 

種 別 伐採 剪定 
切戻剪定 

（低木） 
計 

高木 ５６本 ９３本     ― １４９本 

中木  ８本     ４本     ―    １２本 

低木（玉物）     ―     ―     ―     ― 

低木（寄植）     ２か所     ―     ―     ２か所 

生垣     ３か所     ３か所     ―     ６か所 

合計    ６４本 

    ５か所 

   ９７本 

    ３か所 

    ―   １６１本 

    ８か所 

 表６ 高木の伐採理由及び施行数量（※重複あり） 

理 由 
文化財へ

の影響 

来場者の 

安全性確保 
外来種 

周辺樹木

への被圧 

見通しを

阻害 
計 

施行数量 

本 

３３ 

本 

２１ 

本 

４ 

本 

５３ 

本 

２ 

本 

１１３ 

実施範囲Ａ 
実施範囲Ｂ 

実施範囲Ｃ 

実施範囲Ｅ 実施範囲Ｄ 

植栽管理計画の 

対象外範囲 
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図７ 伐採・剪定位置図（御深井丸茶席群地区１／２） 

植栽管理計画実施検討結果（既存樹木位置図） 

【凡 例】 

  ○：伐採 

  ○：剪定 

  ○：処置なし 

 ※実施予定年度 令和９年度～令和１１年度 

1307001〜1307005 アラ 
1307007〜1307010 アラ 
1407001〜1407009 アラ 




